




































外来管理加算の算定要件見直しによる影響（患者：診察の満足度）

「薬だけをもらいに来た」という患者を除いた患者の診療内容の満足度も概ね高いものであった。「薬だけをもらいに来た」という患者を除いた患者の診療内容の満足度も概ね高いものであった。

【患者に対する調査】
診療内容への満足度

27.7% 56.8% 13.3%

1.5%

1.9%

全体

<病院>

(N=1265)

25.2%

29.7%

57.5%

56.3%

14.7%

12.2%

2.4%

外来管理加算なし

外来管理加算あり
(N=714)

(N=551)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない

<診療所>

35 2%

31.1%

57 1%

58.4%

6 9%

9.8%

0.7%

0.7%

外来管理加算あり

全体

<診療所>

(N=986)

33.3%

35.2%

58.0%

57.1%

8.0%

6.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外来管理加算なし

外来管理加算あり

(N=563)

(N=423)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない

出典：平成22年度検証調査
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地域医療貢献加算
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地域医療に貢献する診療所の評価（平成22年改定）

地域の身近な診療所において 患者からの休日 夜間等の問い合わせや受診地域の身近な診療所において、患者からの休日・夜間等の問い合わせや受診
に対応することにより、休日・夜間に病院を受診する軽症患者の減少、ひいては
病院勤務医の負担軽減につながるような取組を評価し、再診料に加算を新設す
る。

地域医療貢献加算 ３点（再診時）

算定 件

新

[算定要件]
(１) 緊急時の対応体制や連絡先等について、院内掲示、連絡先を記載した文

書の交付、診察券への記載等の方法により患者に対して周知すること。
(２) 標榜時間外であっても、緊急病変時等において、患者から問い合わせが

あった場合には、患者に対して必要な指導を行うこと。
(３) 電話等による相談の結果、緊急の対応が必要と判断された場合には、外(３) 電話等による相談の結果、緊急の対応が必要と判断された場合には、外

来診療、往診、他の医療機関との連携又は緊急搬送等の医学的に必要と思
われる対応を行うこと。
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診療日・診療時間の状況

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関より平日や土曜日の開院時間・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関より平日や土曜日の開院時間
が早い傾向が見られた。
・また、日曜の診療も届出の「ある」医療機関の方が多かった。

<診療所に対する調査>
平日平均

80%

100%

地域医療貢献加算 届出あり

地域医療貢献加算 届出なし

■ 平日

(N=375)

0%

20%

40%

60%
域医療貢献 算 届

%
診

療
あ

り

8時
以

前

9時
以

前

10
時

以
前

17
時

以
降

18
時

以
降

19
時

以
降

20
時

以
降

21
時

以
降

診
療

な
し

無
回

答

. . 開院時間 閉院時間 . .
■ 土・日

土曜日

60%

80%

100%
地域医療貢献加算 届出あり

地域医療貢献加算 届出なし

日曜日

60%

80%

100%

地域医療貢献加算 届出あり

地域医療貢献加算 届出なし

0%

20%

40%

療
あ

り

時
以

前

時
以

前

時
以

前

時
以

降

時
以

降

時
以

降

時
以

降

時
以

降

療
な

し

無
回

答

0%

20%

40%

療
あ

り

時
以

前

時
以

前

時
以

前

時
以

降

時
以

降

時
以

降

時
以

降

時
以

降

療
な

し

無
回

答
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診
療

8時 9時 10
時

12
時

13
時

14
時

17
時

18
時

診
療 無

. . 開院時間 閉院時間 . .

診
療

9時 12
時

13
時

12
時

13
時

14
時

17
時

18
時

診
療 無

. . 開院時間 閉院時間 . .

出典：平成22年度検証調査
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診療時間外の対応の状況

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較して、診療時間外・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較して、診療時間外
の患者からの問い合わせに対し、輪番待機等の態勢をとっていた。
・また、診療時間外の問い合わせの受付手段として診療所の固定電話以外の方法をとる医療機
関も多かった。

<診療所>

診療時間外の電話による問い合わせの受付手段

診療時間外の患者からの問い合わせ対応
のための人員体制

62.3%

61 2%
医師一人が対応

65.7%

76.1%

診療所の

固定電話

21.6%

10.0%

4 7%

61.2%

11.9%

3.7%

医師以外の自院の職員を

含めた輪番待機（院内）

医師以外の自院の職員を

含めた輪番待機（院外）

自院の複数の医師による

51.8%

19.7%

34.3%

22.4%

医師・職員等の持つ

携帯電話

医師・職員等の自宅の

固定電話
届出あり (N=361)

届出なし (N=134)

4.7%

3.0%

1.1%

2.2%

2.2%

0.7%

自院の複数の医師による

輪番待機（院内）

自院の複数の医師による

輪番待機（院外）

複数医療機関による

当番制

届出あり (N=361)

届出なし (N=134)

8.9%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

届出なし (N 134)

16.1%

7.5%

6.0%

26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

特段の人員体制は

とっていない

23

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出典：平成22年度検証調査
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診療時間外の対応の状況

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較して、連絡先・対・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較して、連絡先・対
応時間等の周知を院内掲示等で行っていた。
・また、患者からの問い合わせにすぐ出られない場合に何らかの対応を検討している医療機関
が多かった。

<診療所><診療所>
患者からの問い合わせにすぐ出られない場合に

行っている対応方法

留守番電話に

連絡先・対応時間等の患者への周知方法

35.7%

23.8%

6 9%

26.9%

14.9%

留守番電話に

録音してもらう

職員等の持つ

携帯電話に転送する

留守番電話等で他の医療機関の

72.9%

28.5%

9.7%

14.2%

院内に掲示

診察券等に記載

6.9%

6.1%

31.0%

5.2%

0.7%

留守番電話等で他の医療機関の

連絡先を伝える

職員等の自宅の

固定電話に転送する

その他

届出あり (N=361)

届出なし (N=134)

19.9%

9.4%

15.7%

5.2%

連絡先等を記載した

文書を患者に配布

診療所のホームページ

上に記載
届出あり (N=361)

12.5%

15.7%

41.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

特段の対応はとっていない

13.6%

6.9%

15.7%

56.7%

その他

特段の通知手段は

とっていない

届出なし (N=134)

24

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出典：平成22年度検証調査
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診療時間外の対応の状況

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較すると、平成22年・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較すると、平成22年
度以前から時間外（24時間を含む）電話の問い合わせを行っている医療機関が多かった。
・また、届出の「ある」医療機関では、改定後24時間電話を受け付けている医療機関が増加し
ていた。

<診療所>

ていた。

診療時間外における患者から 電話による問合せを受け付ける体制 有無

58.6% 33.6% 7.8%平成22年3月

あ
り

3
8
9
)

基
準

診療時間外における患者からの電話による問合せを受け付ける体制の有無

72.2%

7.4%

25.8%

35.8% 56.8%

1.9%

平成22年10月

平成22年3月

届
出

(N
=
3

し )貢
献

加
算

の
施

設
基

7.1% 34.8% 58.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年10月

届
出

な
し

(N
=
3
3
9
)

地
域

医
療

貢

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24時間電話を受け付けている 24時間ではないが診療時間外にも
電話を受け付けている

診療時間外の電話の受付なし

25

25



診療時間外の電話による問い合わせの状況

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関では、「ない」医療機関と比較すると、調査期間
中（平成22年12月後半の2週間）に、実際に時間外の問い合わせ電話を受けた医療機関が多
かった。

<診療所>

問い合わせ電話の有無（平成22年 2月 日午後 2月28日午前の 日間）問い合わせ電話の有無（平成22年12月14日午後～12月28日午前の14日間）

9 2% 34 9% 9%
届出あり施

設
基

準

59.2%

18.4%

34.9%

72.4%

5.9%

9.2%

届出あり
(N=375)

届出なし
(N 326)療

貢
献

加
算

の
施

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=326)

地
域

医
療

問い合わせ電話を 問い合わせ電話を 無回答問い合わせ電話を
受けた

問い合わせ電話を
受けなかった

無回答

26

出典：平成22年度検証調査

26



診療時間外の電話による問い合わせの状況

・問い合わせのあった医療機関について、問い合わせ件数は、届出「あり」医療機関で2週間で平

<診療所>
診療時間外の問い合わせ電話の受付件数

・問い合わせのあった医療機関について、問い合わせ件数は、届出「あり」医療機関で2週間で平
均5.4件、「ない」医療機関で平均1.2件であり、診察に至った件数も2.0件、0.4件あった。

<診療所>
（平成22年12月14日午後～12月28日午前の14日間）

地域医療貢献加算

届出あり 届出なし
44.9% 8.9% 19.9% 9.9% 8.2%

3.8%
3.4%

1.0%
届出あり

N=314
(N=314) (N=317)

総件数 1,812件 390件

1診療所あたり
件数

5.4件 1.2件

83.7%
3.8%

6.4%
3.8%

0.0%
1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

届出なし

N 314

N=317

診療時間外の問い合わせ電話に対して行った診察の件数

0件 1件 2～4件 5～9件 10～19件 20～29件 30～49件 50件 （無回答を除く）

診療時間外の問い合わせ電話に対して行 た診察の件数
（平成22年12月14日午後～12月28日午前の14日間）

地域医療貢献加算

53 6% 10 1% 18 4% 6 5% 1 8%届出あり 届出あり
(N=300)

届出なし
(N=313)

総件数 664件 134件

1診療所あたり
件数

2.0件 0.4件

89.5%

53.6%

5.6%

10.1%

3.0%

18.4%

1.3%

6.5% 1.8%
1.1%

届出なし

届出あり

N=300

N=313

27

件数

出典：平成22年度検証調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0件 1件 2～4件 5～9件 10～19件 20～29件 30～49件 （無回答を除く）
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問い合わせ電話への対応時間・対応方法

・問い合わせへの対応時間は平均10.9分、7.3分であり、問い合わせに対する対応方法として、外

<診療所>

・問い合わせへの対応時間は平均10.9分、7.3分であり、問い合わせに対する対応方法として、外
来診療や往診を実施した医療機関が地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関の方が、「な
い」医療機関より多かった。

<診療所>
診療時間外の問い合わせへの対応時間

（平成22年12月14日午後～12月28日午前の14日間）

2.9% 4.6% 5.4% 2.6%3.8%

設
基

準

地域医療貢献加算
37.4%

41.1%

23.3%

27.3%

11.6%

11.1%

3.2%3.6%

7.5%

8.4%

2.4%0.4%3.6%

届出あり(回答施設数=188）
(N=問い合わせ記録数=1,088)

届出なし(回答施設数=54)
(N=問い合わせ記録数=253)

医
療

貢
献

加
算

の
施

設 地域医療貢献加算

届出あり
(N=188)

届出なし
(N=54)

総件数 1,088件 253件

平均対応時間
分 分

0% 20% 40% 60% 80% 100%地
域

医

1～4分 5～9分 10～14分 15～19分 20～29分 30～59分 60～119分 120分～ 不明

平均対応時間
(*) 10.9分 7.3分

対応時間の
中央値

5分 5分

診療時間外の問い合わせ電話に対する対応方法

地域医療貢献加算　施設届出なし

(N=問い合わせ記録数=253)
(回答施設数＝54)

地域医療貢献加算　施設届出あり

(N=問い合わせ記録数=1,088)
(回答施設数=188)

53.8%

31.2%

2.4%

電話での指示を実施

外来診療や往診を実施

救急医療機関等への引き継ぎ

41.5%

43.8%

5.3%

電話での指示を実施

外来診療や往診を実施

救急医療機関等への引き継ぎ

28

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他15.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

出典：平成22年度検証調査
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地域医療貢献加算に伴う影響（診療所）

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関について、施設基準の届出にあたり、特に変更を加

<地域医療貢献加算届出診療所に対する調査>

・地域医療貢献加算届出の「ある」医療機関について、施設基準の届出にあたり、特に変更を加
えていない医療機関が65％であった。
・また、届出後、約3％の医療機関で時間外対応が増加していた。

<地域医療貢献加算届出診療所に対する調査>

(N=375)

64.8%
加算新設前より施設基準を

満たしており特に変更なし

施設基準の届出にあたり変更を加えた点

30.7%

10.1%

0.5%

時間外対応に対する

周知方法を変更

時間外対応のために新たに近隣の

医療機関との連携対応を開始

時間外対応のために職員配置等の

人員体制を変更

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

施設基準届出後の時間外対応の増加/減少

減った
1 1%

増えた
2 4%

大幅に増えた
0.3%

無回答
1.3%

大幅に減った
0.5%

1.1%

あまり

2.4%

29出典：平成22年度検証調査

（N=375）

あまり

変わらない
93.2%
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地域医療貢献加算に伴う影響（病院）

・病院に対する調査において、休日・夜間における患者からの問い合わせや受診が「減った」と

<病院に対する調査>

・病院に対する調査において、休日・夜間における患者からの問い合わせや受診が「減った」と
感じる医療機関は「増えた」と感じる医療機関より多かった。

病院 す 調

地域医療貢献加算の創設（平成22年4月）以降、休日・夜間における
患者からの問い合わせや受診が減ったと感じるか

減った, 7.6%

増えた, 1.9%
無回答, 
10 4%10.4%

あまり変わら

ない 80 1% （N 423）ない, 80.1% （N=423）

30出典：平成22年度検証調査
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60.00%

地域医療貢献加算（診療所届出割合） (N=423)

50.00%
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県

岩
手

県
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馬

県

奈
良

県

福
島

県

北
海

道

山
梨

県

山
口

県

宮
城

県

埼
玉

県

大
阪

府

滋
賀

県

東
京

都

神
奈

川
県

沖
縄

県

青
森

県

千
葉

県

全
国
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地域医療貢献加算に伴う影響（病院）

・地域医療貢献加算算定上位10県からの回答を取りまとめると、休日・夜間における患者からの・地域医療貢献加算算定上位10県からの回答を取りまとめると、休日・夜間における患者からの
問い合わせや受診が「減った」と感じる医療機関は全国データより大きくなった。
（「増えた」も増加していることに注意）

<病院に対する調査>

地域医療貢献加算の創設（平成22年4月）以降、休日・夜間における
患者からの問い合わせや受診が減ったと感じるか

（地域医療貢献加算の届出頻度の高い１０県（※））

<病院に対する調査>

減った, 11.6%
増えた, 2.1%

無回答（1.9%）
（7.6%）

無回答, 
9.5%

（ .9%）

あまり変わら

ない 76 8%

32出典：平成22年度検証調査

ない, 76.8%
（N=95）

（括弧内は全国データ）※ 石川、大分、広島、長崎、鹿児島、
佐賀、岡山、島根、鳥取、福井

32



時間外の問い合わせに対する評価（患者）

・実際に時間外に問い合わせを行った患者に対する調査では、地域医療貢献加算の算定の有無にかかわら・実際に時間外に問い合わせを行った患者に対する調査では、地域医療貢献加算の算定の有無にかかわら
ず、時間外の対応を評価する声が多かった。
・また、時間外対応をしている医療機関の患者に対する調査では、時間外の急病時に電話を利用したいとい
う声が多かった。
・なお、救急医療機関に対する調査で、救急外来を受診した小児の保護者からは、休日・夜間に空いている

＜患者調査＞

・なお、救急医療機関に対する調査で、救急外来を受診した小児の保護者からは、休日・夜間に空いている
診療所があれば、利用したいとの声が多かった。

91 2% 8 1%
0.7%

届出あり（N 136）

電話、診察時の医師・職員の対応

92.6%

91.2%

7.4%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

届出なし（N=27）

届出あり（N=136）

丁寧な対応があった 簡単な対応があった 留守電になった 応答はなかった

（電話）

92.0%

94.3%

8.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

届出なし（N=25）

届出あり（N=87）（診察）

72.2% 20.8% 5.0%

4.5%

1.9%

届出あり（N=677）

時間外の急病時の電話利用意向 休日・夜間に空いている診療所があった場合の
受診意向

（救急医療機関に時間外受診した小児の保護者へのアンケート）

58.7% 31.2% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

届出なし（N=506)

利用しようと思う

64 .2% 32 .3% 3.5 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=341

33

どちらかといえば利用しようと思う

どちらかといえば利用しようと思わない

利用しようと思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受診する 受診しない 無回答

出典：平成22年度検証調査
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地域医療貢献加算に対する意見

・地域医療貢献加算に対し、届出「あり」の医療機関で評価が高く、届出「ない」医療機関で

<診療所> 1.9%

届出あり施
設

基
準

・地域医療貢献加算に対し、届出「あり」の医療機関で評価が高く、届出「ない」医療機関で
評価が低かった。

34.9%

8.3%

40.3%

46.9%

22.9%

43.3%

1.5%

届出あり

(N=375)

届出なし
(N=326)

域
医

療
貢

献
加

算
の

施

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地
域

評価する どちらでもない 評価しない 無回答

（自由記載）
■一般診療所（地域医療貢献加算届け出あり）
• 当院では、平成10年6月開院以来、夜間・日祝祭事日の診療依頼があった場合、すべて対応してきているの

で 認められた点は良かったと感じているで、認められた点は良かったと感じている。
• 患者が常に連絡取れる状況は必要である。
• 以前（25年以上前）より24時間対応してきましたので、加算を継続してほしいと考えます。

• 医師として当然なされるべき事柄であり、又今迄も行ってきたことを取り立てて地域医療貢献と名付けている
ことに納得がいかないことに納得がいかない。

■一般診療所（地域医療貢献加算届け出なし）
• たった30円くらいで24時間オンコールで拘束されるのは同意できませんので算定しておりません。
• 貢献を求めるのであれば、見合った対価を支払うべきなのだ。
• 将来の医療には不可欠だと思います

34

• 将来の医療には不可欠だと思います。
• 直ちに廃止すべきものである。全く評価できない。
• 廃止すべき。大体名前がおこがましい。

出典：平成22年度検証調査
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外来管理加算、地域医療貢献加算について
＜検証部会報告（中医協総-5-1（23.9.7））を抜粋＞

（外来管理加算について）

外来管理加算の要件見直しについては、医療機関側としては、一定の評価をしているが、

実際に診察内容等について変更した例は少なく これまでと同様の診療内容で十分要件に該実際に診察内容等について変更した例は少なく、これまでと同様の診療内容で十分要件に該
当しているようである。患者側から見た場合も、改定前後で特に診察や説明が悪くなったり、
診療時間が変わったりしたようなことは見られず、要件見直しによる診療についての変化は
ほとんどないと推量できる。ほとんどないと推量できる。

なお、一般診療所においては、患者に対する問診、身体診察、説明、生活上の注意指導、
疑問や不安への対応について、これまで以上に心がけるようになったという回答が3 割程度

あり これは 患者が悩みや不安についての相談に十分応じてくれるようになったと考えていあり、これは、患者が悩みや不安についての相談に十分応じてくれるようになったと考えてい
るのと一致しており、この点においては、見直しによる効果があったと考えられる。

（地域医療貢献加算について）（ 域医療貢献 算 ）

地域医療貢献加算については、算定している医療機関において、24 時間の電話対応や、時
間外の診察対応など、患者に対して非常に手厚い対応を行っている。

平成22 年度改定後に24 時間電話を受け付けている診療所が一定程度増加したが 患者が平成22 年度改定後に24 時間電話を受け付けている診療所が 定程度増加したが、患者が
時間外対応の実施について知らない場合が4 割ほどになっており、周知について、より一層の

効果のある手法の検討が必要であろう。また、加算の創設以降の休日・夜間における患者か
らの病院への問い合わせや受診はあまり変わらないため、病院勤務医の負担軽減につなが

35

らの病院への問い合わせや受診はあまり変わらないため、病院勤務医の負担軽減につなが
るかについては、今後も注視が必要である。
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外来管理加算、地域医療貢献加算について

（外来管理加算 ）（外来管理加算について）

• 平成22年診療報酬改定における、外来管理加算の要件の見直しに伴い、診療に
ついての変化は見られなかった。

• また、診療所においては、生活上の指導や患者からの疑問や不安への対応にこ
れまで以上に心がけるようになったとの回答があった。

（地域医療貢献加算について）（地域医療貢献加算に て）

• 地域医療貢献加算の創設以降、病院における休日・夜間における問い合わせ
や受診の変化については限定的ではあるが、一定の効果が見込まれた。

• また同加算を算定している医療機関において 24時間の電話対応や 時間外の• また同加算を算定している医療機関において、24時間の電話対応や、時間外の
対応など、患者に対して非常に手厚い対応を行っていることが見受けられた。

○外来管理加算については、平成22年診療報酬改定における要件の見直し

が概ね医療現場や患者に受け入れられており 現在の要件について どの

【今後の方向性】

が概ね医療現場や患者に受け入れられており、現在の要件について、どの
ように考えるか。

○地域医療貢献加算については、夜間・休日等に対応している診療所の評
価 なが おり 病院 時間外受診 対する効果も見込まれたが 外価につながっており、病院の時間外受診に対する効果も見込まれたが、外
来診療の評価として、どのように考えるか。
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